
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

寿久良 千尋（コトクラ チヒロ）

ノイマン
ウロボロス

UGNチルドレンC
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UGN 1

ゾディアックウェポン 白兵 1r+13 3 11 攻撃力+1D10、侵蝕2

0 0

賢者の石
破壊者
結塚晶 庇護 悔悟

2 2

ワーディング

リザレクト

コンセ：ノイマン

コントロールソート〈白兵〉

コンバットシステム〈白兵〉

赤：パワースイング

混色の氾濫

フェイタルヒット

黒：隠された世界

EF：テクスチャーチェンジ

闇夜の烏
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★

★
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-

オート

気絶時

メジャー

メジャー

メジャー

メジャー

メジャー
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オート

メジャー

メジャー

視界

-

-

武器

武器

武器

-

至近

視界
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シーン

自身

-

-

-

-

範囲（選択）

自身

単体

自身

自身

自動

自動

-

対決

対決

対決

-

自動

自動

自動

自動

-

↓100

-

-

-

-

-

100

100

-

-

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

C値-[LV]（下限7）

〈白兵〉を【精神】で代用

判定ダイス+[LV+1]

攻撃力+[LV*3]、判定ダイス-1

範囲変更、[LV]回/シナリオ

攻撃力+[LV]D10、1回/ラウンド

範囲収縮、1回/シナリオ

アイテムの外見を変更

影に溶け込み見えなくなる

非常に臆病者で後ろ向きな発言が多く、気配を消すのも上手い。小柄なこともあって隠れると見つけることが非常に困難。

2年半ほど前に所属していた施設が何者かに襲撃され壊滅した。死体の損傷が激しく人物の特定も容易ではなかったため死亡扱いとなっていた。
しかしつい最近路地で身の丈ほどある武器と共に行き倒れているところを発見され、UGNに保護されてその施設の生き残りであったことが発覚。
失踪していた1年半の話を聞こうにも、記憶がなく事件の真相は謎のままである。ただ実際には記憶を失ったふりをしただけであった、嘘がつけない素直な子なの
で口を閉ざすことで秘密を保持していた模様。
この2年半はFHにてスパイとなるように育成されていた。過酷な訓練の日々に『破壊者』と呼ばれる力を取得してしまった。

UGNに共に発見された際に抱えていた武器はUGNから消失していたゾディアックウェポンの型番のひとつと一致している。UGNは回収を指示したのだが、彼が手
放さなかったため記憶と何らかの関係があることも考慮し預けられている。
調査の結果これはFH側で修復・改造されたものであったことが発覚、修繕にはトツカが使用されている。ただし《テクスチャーチェンジ》によって見た目を偽造
されているため、基本的にはゾディアックウェポンに見える。

保護されてからは極端に大人を恐れるようになっており、チルドレンですら怖がることもある。これはこの2年半のFHでの養育期間、能力を扱えなかった際に暴
力を振るわれたり、食事を与えられなかったりといったことがあったため、大人を恐れている模様。またチルドレンを恐れるのは殺し合いをさせられたため、容
易に信じられなくなっているから。

訓練の際に誤ってチルドレンに大怪我をさせるなど、2年半前とは見間違える部分も多いのだが、これは全力で戦わなければ生き残れなかった環境下で訓練してい
たために『破壊者』の力を制御を誤ってしまったことによるもの。最近はかなり制御できるようになったようだ。

ソディアックウェポンを背負った姿を後ろから見ると、それが歩いているように見える。
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